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序
に
代
え
て

あ
す
へ
の
こ
と
づ
け

柳
谷
村
長

気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
永
い
年
月
、
涯
て
し
な
い
ひ
ろ
が
り
の
中
で
、
た
え
ま
な
く
つ
づ
け
た

「巨
い
な
る
安
定
へ
の
い
と
な
み
」
の
果
て
に
、
四
国
の
島
の
ほ
ぼ
中
ほ
ど
に
相
を
見
せ
て
い

そ
れ
が
わ
が
郷
柳
谷
村
の
自
然
で
あ
り
ま
す
。

る
も
の
、

わ
れ
ら
の
先
人
た
ち
は
、
千
何
百
年
か
ら
二
千
年
ぐ
ら
い
前
、

こ
の
地
に
郷
び
ら
き
を
は
じ

め
た
も
の
と
見
え
ま
す
。
そ
の
あ
し
ど
り
を
自
然
の
そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
、
か
ぼ
そ
く
感
じ
ら

し
の

れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
先
人
た
ち
と
自
然
と
の
問
答
に
は
、
大
き
い
不
釣
合
が
避
け
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
偲
ば
れ
る
の

で
す
。
先
人
た
ち
の
生
活
は
、
自
然
か
ら
教
え
ら
れ
、
鍛
え
ら
れ
る
日
夜
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
自
然
と
解
り
あ
う
た
め
、

自
然
に
わ
が
意
が
通
じ
る
た
め
に
、
力
一
ぱ
い
に
「
こ
こ
ろ
み
」
が
つ
づ
け
ら
れ
、

た
。
わ
が
柳
谷
の
人

々
の
一
ば
ん
大
き
い
希
望
は
、

り
」
に
凝
め
て
、
努
力
を
貫
ぬ
き
通
し
ま
し
た
。
わ
が
村
人
の
一
ば
ん
大
き
い

こ
こ
ろ
み
で
あ
っ
た
の
で
す
。

ひ

ろ

な

わ
ざ

こ
と
ば
を
拡
げ
、
社
会
づ
き
あ
い
に
慣
れ
、
い
ろ
い
ろ
の
技
を
工
夫
発
明
し
、
そ
う
し
て
そ
れ
ら
の
ひ
と
つ
ひ
と

し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
、

慣
わ
し
の
力
と
し
ま
し
た
。
そ
の
慣
わ
し
の
力
を
次
々
へ
受
け
渡
し
、
受

ま
た
、

つ
を
、

ま
と
め
あ
げ
、

つ
み
重
ね
ら
れ
、
蓄
え
ら
れ
て
き
ま
し

「
ゆ
き
き
を
た
や
す
く
す
る
こ
と
」
で
し
た
。
そ
の
期
待
を
「
道
つ
く
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け
継
ぎ
し
て
き
た
の
で
す
。

わ
た
く
し
は
、

こ
の
「
先
人
の
い
と
な
み
の
あ
と
」
に
、

心
か
ら
の
尊
敬
と
感
謝
を
さ
さ
げ
ま
す
。
そ
し
て
き
の
う
の
遺

産
の
重
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
の
で
す
。
き
の
う
を
受
け
継
い
た
私
た
ち
は
、

一
心
に
な
っ
て
き
ょ
う
の
村
守
つ
く
り
に
い

そ
し
み
、
精
一
ぱ
い
の
こ
こ
ろ
み
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

き
の
う
ま
で
に
き
ょ
う
を
添
え
て
、
あ
す
へ
継
ご
う
と
す
る
「
伝
言
書
」
。
精

一
ば
い
努
力
を
し
ま
し
た
が
、
先
人
た
ち

の
こ
こ
ろ
み
の
あ
と
に
つ
い
て
、
見
落
し
見
そ
こ
な
い
は
あ
り
は
し
な
い
か
、
き
ょ
う
の
こ
こ
ろ
み
の
え
ら
び
か
た
に
手
落

り
ま
す
。

ち
は
な
い
か
、
消
え
去
り
忘
れ
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
ご
と
に
、
意
味
づ
け
す
る
こ
と
に
誤
り
は
な
い
か
等
々
、
反
省
を
し
て
お

，

お
渡
し
す
る
あ
す
の
方
々
か
ら
、
き
び
し
い
ご
叱
正
が
い
た
だ
け
る
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
と
し
て
、

し
か
し
私
は
、

こ
の
っ
た
な
い
「
こ
と
づ
け
書
き
」
を
み
な
さ
ん
の
ご
高
覧
に
供
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

編
集
関
係
者
一
同
の
ご
苦
労
と
村
民
は
じ
め
、
各
方
面
の
方
々
か
ら
お
よ
せ
く
だ
さ

っ
た
手
厚
い
ご
協
力
と
に
、
心
か
ら

の
お
礼
を
申
し
あ
げ
て
、
序
文
に
代
え
る
こ
と
ば
と
致
し
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
三
月



村
誌
の
発
刊
に
あ
た
っ
て

柳
谷
村
議
会
議
長

松

男

本

正

わ
た
く
し
は
、
こ
の
た
び
の
村
誌
の
発
刊
に
あ
た
っ
て
、
村
民
の
み
な
さ
ま
に
お
歓
び
申
し

あ
げ
ま
す
。
と
共
に
、
村
誌
編
集
関
係
の
し
ご
と
に
あ
た
ら
れ
た
方
々
の
ご
苦
労
に
、

の
敬
意
と
謝
意
を
さ
さ
げ
ま
す
。

J心
か
ら

私
た
ち
の
村
は
、
国
道
が
二
本
も
交
わ
り
、
県
道
を
は
じ
め
、
村
道
・
農
道
・
林
道
が
網
の

自
の
よ
う
に
走
り
、
水
資
源
開
発
は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
つ
づ
き
ま
す
。
自
然
の
ゆ
た
か
さ
、
人
の
触

れ
あ
い
の
あ
た
た
か
さ
に
つ
つ
ま
れ
て
、
明
る
い
生
活
環
境
は
と
と
の
っ
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
世
の
す
す
み
に
つ
れ
て
、
村
民
の
生
活
は
そ
の
ひ
ろ
が
り
を
増
し
て
い
き
、
生
活
々
動
の
す
べ
て
が
世

界
の
大
き
い
動
き
の
波
に
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
村
民
の
生
業
・
経
済
活
動
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、
世
界

経
済
の
波
動
を
も
ろ
に
受
け
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
困
難
な
中
で
村
の
将
来
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
た
び
の
「
村
誌
」
の
発
刊
は
、
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
確
信
致

し
ま
す
。
私
は
、
こ
の
「
村
誌
」
が
、
新
し
く
す
ば
ら
し
い
活
力
に
あ
ふ
れ
る
柳
谷
村
を
築
く
一
助
と
な
る
こ
と
を
、

，心
か



ら
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
三
月
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(
広
)
葉
樹
林
の
肌
色

植
物
の
群
落

地
物

・
動
物
共
生
の
生
態
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な
だ
に
び
と
の
文
化
化
活
動
開
始
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節

を
粧
う
地
肌
色

以
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地
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の
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り
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り
l
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地
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域
の
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り

乙
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地
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域
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が
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畑
は
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マ
タ
の
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色
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ら
れ
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黄

色

い
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マ
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醸
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的
封
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会
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崩
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|

河

野

氏
・
大
野
氏
の
支
配
は
終
る

主
]

河
野
氏
の
伊
予
国
支
配

大
野
氏
の
小
田

-
久
万
支
配

柳
谷
地
域
の
番
域

土

佐
一
条
氏
の
久
万
侵
入
を
撃
退
す
る

笹

が
峠
の
戦

主
家
の
衰
滅
に
よ
り
牢
々

の

身
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農
本
的
封
建
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会
期

新
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い
社
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の
出
現
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本
的
封
建
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会
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会
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農
本
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身
分
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性

防
衛
性

農
本
的
封
建
社
会
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村
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前
期
通
産
化
(
工
業
化
)
社
会
期

(
一
八
七
ご
年

1
昭
和
二

O
(
一
九
四
五
)
年
ま

明
治
四

で
:
:

半
封
建
的
社
会

土
地
税
制

近
代
化
施
策

村
民
の
低
所
得

横
断
道
路

。久
万
・
梼
原
線
の
整
備

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
一一一

農
山
漁

予
土

国
道
昇
格

西
谷
住
選

九
尺
道
路
開

設
計
画

馬
道
計
画

問馬
題道

開
通

県
道
認
定

改
修
事
業
容
易
な
ら
ず

オ
へ
主
着
工

柳
橋
改
修

運
動
費
訴
訟

オ

落
出
基
点
よ
り
改
修
始
ま
る

匡
救
土
木
事

業

適

用

就

労

者

組

合

永
野
、
古
味
間
開
設
に
昭
光

も
め
る

西
谷
の
決
議

相
田
裁
定
案

で
村
会

相
田
裁
定
再
確
認

渉

車
道
開
通

国
道
昇
格
成
る

昭
和
二

0
年
代
j

tヨ
後
期

福
祉
社
会
化
期

五

0
年
代
へ

混
乱
か
ら
安
定
へ
(
一
一

0
年
代
)

県
庁

用
地
交

生
活
基

一回。
プて
J 、



第
三
編

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章 目

次

盤
中
心
の
社
会

つ
く
り
(
三
0
年
代
)

済
開
発
と
社
会
開
発

(四

0
年
代
)

し
た
福
祉
社
会
へ
(
五

0
年
代
)

経
安
定

政

Jム
11口

「
政
治
編
」
の
位
置
づ
け

わ
が
村
の
政
治
の
概
観

庄
屋
制
度
期
慶
長
二
(
一五九
七
)年

;
明
治
三
(
一
八
七
O
)
年

・

第

一
節

庄
屋
制
度
期
の
政
治
特
質

農
木
的
封
建
社
会

同

一
の
通
信
連
絡
系

統

責
任
遂
行

の

協

和

体

制

上

意
下

達

下

意

上

申

畑

所

村

備

荒

民

積
施
策
|
久
万
凶
荒
予
備
組
合
の
母
胎

久
万
山
凶
荒
予
備
組
合
の
あ
ゆ

み

庄

屋

期
の
政
道
こ
こ
に
み
の
る

戸
長
制
度
期

年
j
明
治
二
二
(
一
八
八
九
)
年

明
治
四

(一八
七
一
)

第

一
節

戸
長
制
度
期
に
お
け
る
愛
媛
県
行
政

区
画
の
変
遷

四

第
二
節

大
小
区
制
下
の
戸
数

明
治
五
年

石
高

第
三
節

戸
長
制
度
期
に
お
け
る
柳
谷
村
区
域

の
行
政
組
織

寸コ

→コ

戸

長

制

度

の

役

割

戸

長

の

任

務

戸

長

行

政

費

の

措

置

郡

区

町
村
編
制
法
の

制
定
公
布
戸
長
制
度
期
に
お
け
る
重
点

施
策

戸
長
制
度
期
を
代
表
す
る
重
点
施

策
と
し
て
の
地
租
改
正

寸コ
/¥. 

ぺコ
ブU

/¥. 

第
五
章

村
長
制
度
期
明
治
二
二
(
一
八
八
九
)

年

i
昭
和
五
八
(
一
九
八
三
)
年

第

一

節

村

長
制
度
期
の
政
治
特
質

ブu

IZE 

「
町
村
制
」
施
行
期
の
行
政
展
開

第
三
節
予
土
国
境
争
論

国
境
争
論
の
起
り

明
治
三

0
年
代

行
政
訴
訟
参
加

時
代

第
二
節

明
治
二

0
年
代

未
定
地
下
庚
申
請

弁
護
士
一履
入

大

正

第
四
節

「地
方
自
治
法
」
施
行
期
の
行
政
展

-

二
五
七

ブU
IZE 

F目

九
五

九
五

く 〉 く 〉
ノ、 ノ、

:
:
:
:
:
:
ニ()七寸コ



第
四
編

第
一
章

第
二
章

地
方
財
政
体
系
の
確
立

外
部
環
境
の
構
造
変
化

村
政
府
活
動
の

第
五
節

野
村
・
柳
谷
境
界
紛
争

産
業
・
経
済
・
通
信
・
運
輸

柳
谷
の
地
肌
と
の
か
け
橋

Jコ

ち

第
一
節

件
汁

4
1ぺ

地

焼
畑
つ
く
り

切
替
畑
の
運
営

水
田

造
成
(
回
掘
り
〉
休
場
組
耕
地
整
理
組
合

久
主
地
区
の
水
田
の
動
態
農
業
諸
団
体

の

組

織

化

柳

谷

村

農

会

柳
谷
村
信

用
購
買
組
合
か
ら
柳
谷
村
昭
和
信
用
組
合
ま

で

机

谷

村

農

業

会

柳

谷

村

農

業

協

同
組
合
そ
し
て
久
万
農
業
協
同
組
合
柳
谷
支

所

へ

農

政

の

近

代

化

農

地

委

員

会

の

創

設

農

業

委

員
会
の
創
設

第
二
節

林

地

林
業
の
村

造
林
の
足
ど
り

森
林
組

合
の
沿
革

目

次

第
三
節

村
有
林
造
成
事
業
の
起
り

発
想
と
財
源
確
保

-̂-

事
業
着
手

境
界
紛
争

進

造

林

事

業

中

断

伐

採

収

穫

再

造

林

プL

第
四
節

草

h
u
 

s寸
E

，

プu

役

畜

期

畜

産

化

期

発
畜
産
団
地
化
期

プU

第
五
節

クト

士出

海
外
移
住

第
三
章

み

ず

第
一
節

飲
用
水

第
二
節

濯
概
用
水

第
三
節

排
水
事
業

集
落
排
水
施
設

谷
川
排
水
施
設

第
四
節

養

色

第
五
節

水
力
発
電

五

第
四
章

ひ
か
り

土
地
確
保造

林
事
業
推

官
行
造
林
契
約

大
規
模
草
地
開

農
業
用
水
排
水
施
設 ユg

林

-
一ニ一一元

ヨ三 一
四
六

一
四
六一一色一五八

一五
九

ノ、
プU



目

次

第
一
節

第
二
節

観

光

柳
谷
村
商
工
会

第
三
節

通
信
・

運
輸

同 帥 同亡3付

郵
便
局

有
線
電
気
通
信

柳
谷
村
防
災
行
政
用
無
線
局
・

道

路

・

運
搬
具

・

人
力

人
力
を
補
助
す
る
運
搬
具

力

(
駄
馬
)

馬
車

自
転
車

区宮 lZ9 三三 三三 三三
二こ にコ プU ブu ノス
〈コ ヨ 王 ヨ 王 二 ニ ヨ 玉

玄回自

第
五
章

銭芝草

ロ
ー
プ
ウ

エ
ー

第

一
節

「
ぜ
に
」
が

「く
ら
し
」
を
支
配
す
る

j
i
-
-
四
二
五

第
二
節

ぜ
に
の
流
れ
か
ら
見
た
村
の
生
活
の

移
り
変
わ
り

-

四
二
五

付

第

一
期

塩

代
期
(
文
歩
の
こ
ろ
か
ら
鈴
鹿

の

こ
ろ
ま
で

1
圧
屋
の
こ
ろ
か
ら
明
治
の
は
じ
め

こ
ろ

ま
で
)

-

四
二
五

。

第

二
期

頼
母
子
期
(
一

O
O錨
で
や
っ

と
一

円
の
こ
ろ
H
H
明
治
中
期
か
ら
大
正
末
期
ご
ろ
ま
で
〉

j
i
-
-
:
:
四
二
六

一
六
九

国

農
村
匡
救
期
(
一

O
円
札
が
流
通
の
王
座
を
占
め

る
期

1
昭
和
は
じ
め
か
ら
終
戦
ま
で
)

負

債

整

理

由

民

家

金

融

の
近
代
化

/¥. /¥. 
lZ9 

済
更
生
計
画
と
そ
の
実
践

帥

高
度
流
通
期
〈
一
万
円
札
期

1
昭
和
二

O
年
以
降
)

第
五
編

教

-;:i::;: 
円

第
一

章

学
校
教
育

第

一
節

学
制
頒
布
以
前
の
教
育

第
二
節

学
制
頒
布
以
後
の
学
校
教
育

j現

四
二
五

学
制
頒
布

義
務
制

の
発
足

教
育
令
の
公
布

大
正
期
の
小
学
校
教
育

戦
争
下
の
国
民
学
校

和
前
期
の
教
育

義
務
教
育
・

~ココ
-

4

一
年
円

μ

k
H町内
一
二
・伐
民

戦
後
の
学
校
教
育

戦
後
の
教
育
再
建

新
制
中
学
校
の
発
足

・

定
時
制
高
等
学
校

・

-

四
七
七

-

四
七
九

第
四
節

義
務
教
育
の
充
実
発
展

--L.. 

/'¥ 

E耳

経

四一ニ六

区B
lZ9 

lZ9 
区g

l2Jヨ
l2:Y 

lZ9 
lZ9 

日目

-

四
四
七

四
六
七

四
六
七

四
七
ニ



第
二
章

教
育
課
程
の
う
つ
り
か
わ
り
・
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
四
七
九

統
合
中
学
校
の
誕
生
・

新
し
い
教
育
の
試
み

・
集
合
学
習

-

四
八
一

四
八
八

第
五
節

義
務
教
育
終
了
者
の
教
育

-
四
九
一

農
業
補
習
学
校

区g
;/u 

青
年
訓
練
所

-

四
九
四

青
年
学
校

四
九
四

社
会
教
育

四
九
八

第
一
節

戦
前
の
社
会
教
育

四
九
八

青
年
団

・
女
子
青
年
団

四
九
八

国
防
婦
人
会

-・

8
0

第
二
節

戦
後
の
社
会
教
育

き

概
説

き

二

0
年
代
の
社
会
の
動
き

三

0
年
代
の

社
会
の
動
き

四

0
年
代
の
社
会
の
勤
き

五

0
年
代
の
社
会
の
動
き

幼
児
教
育

2王

ヨ王

幼
児
教
育
の
は
じ
ま
り

幼
児
学
級
の
設

置

へ
き
地
保
育
所
へ
の
切
り
替
え

目

次

幼
稚
園
へ
の
切
り
替
え

集
合
保
育
の
実

施青
年
団
活
動

・

青
年
団
結
成
と
活
動

人
口
過
疎
化
と
青
年
団

青
年
団
と
学
習
活

動

四

婦
人
会
活
動

婦
人
会
の
結
成
と
婦
人
の
自
覚

婦
人
会

と
学
習
活
動

人
口
過
疎
化
と
婦
人
会

公
民
館
活
動
と
婦
人
会

五

壮
年
会
活
動

壮
年
会
の
結
成

壮
年
会
の
活
動

ー-L..

ノ¥

P
T
A
(愛
護
班
)
活

動

P
T
A
の
先
が
け

P
T
A
の
発
足

村
P
T
A
連
合
会
の
結
成

P
T
A
の
堂

J

習
活
動

愛
護
班
活
動
の
は
じ
ま
り

統
合
中
学
校
と

P
T
A
活
動

人
口
過
疎
化
と

P
T
A

P
T
A
の

読
書
運
動

七

高
齢
者
教
育

・

人
口
過
政
と
高
齢
化
へ
の
変
貌

郡
老
人
ク
ラ
ブ
結
成
と
学
習
活

老
友
会

の
結
成

七

五
ニ
九

ヨ三

フ‘て

五
四

五
四
一
(

ヨ王
互王
ノ、



第
三
章 目

次
村
の
老
人
学
習
の
は
じ
ま
り

ー
ム
ヘ
ル
パ

l
設
置
と
対
象
者
の
様
子

村
の
高
齢
者
意
識
調
査

動

高
齢
者
学
習
の

内
戸』
廿

八

社
会
体
育

青
年
団
と
体
育
活
動

ス
ポ
ー
ツ
大
衆
化

の
動
き

村
主
催
ス
ポ
ー
ツ
の
は
じ
ま
り

体
育
の
日
と
村
民
体
育
祭

ス
ポ

ー
ツ
の

郡
の
動
き

施
設
整
備
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
夜
間
化

地
域
公
民
館
・
団
体
等

の
ス
ポ
ー

ツ
活
動

九

公
民
館
活
動

公
民
館
の
源
流

公
民
館
運
動
と
村
の
か

か
わ
り

青
空
公
民
館
の
ス
タ
ー
ト

中
央
公
民
館
の
建
設
と
活
動

地
域
公
民

館
の
建
設
と
活
動

教
育
委
員
会

第

一
節

教
育
委
員
会
の
発
足

第
二
節

公
選
制
か
ら
任
命
制
へ

ホ

第
六
編

第
一
章

豆王
ーノ、

フ可

五
七
五

五
八
王

五
八
五

実
六

第
三
節

教
育
行
政
の
歩
み

・

民
俗

・
文
化

衣
食
住
の
う
つ
り
か
わ
り

第
一
節

衣
生
活

晴衣
着服

ふ
だ
ん
着

仕
事
着

履
物

下
駄

草
履

・
草
鮭

足
袋

ゴ
ム
靴

被
り
も
の

手
拭

帽
子

四

風
呂
敷

・
袋
物

・
雨
具

入

-

五
八
七

革
靴

風
呂
敷

雨
具

袋
物

第
二
節

食
生
活

食
物

食
命Ij

副
食
物

主
食

炊
事
施
設

A 
ロ
所

タ
キ
モ
ン

(薪
)

調
理

・
炊
事
用
具

・
食
器

寸エ^ 
六
二
八lL9 ヨ王寸コ-t::; 

六
回

ノ、

lL9 



第
三
節

第
二
章

鍋
・
釜

カ
ゴ
類

汁
杓
子

桶
類

茶
沸
し

食
器

箱
膳

シ
タ
ミ

弁
当
入
れ

往
生
活

住
居

屋
敷
取
り

J

ゾ
メ

ド
ウ
ヅ
キ

チ
ョ
ウ
ナ
ハ

棟
上
祝
い

五四三

家
の
屋
根

茅
ぶ
き
屋
根

家
材
料
・

家
の
間
取
り

家
の
中
の
設
備

燈
火

風

呂

暖
冷
房

瓦
屋
根

通
過
儀
礼

第
一
節

コとて
円

産
帯
祝
い

出
産

第
二
節

養

=とて
月

名
付
け

ベ
ぞ
め

名
付
け
親

初
誕
生

宮
参
り

七
五
三

第
三
節

成

人

目

次

食

(
四
回

六
回
開

(
四
六

六
四
七

六
回
八

六一

8
ノ、

ヨ三
プミ主
ヨ三

ノ、

互王
l2B 

プて
ヨ玉
三三

第
四
節

婚

一

婚
約

通
婚
圏

結
婚
式

祝
言

嫁
迎
え

嫁
入
り
行
列

引
き
嫁
さ

ん

三

三

九

度

の

盃

k因
結
婚
観

結
納

す
み
酒

ヒ
ザ手

ナ
オ
シ

第
五
節
厄
年
・
年
祝
い

厄

年

年

祝

い

第
六
節

葬

送

死
亡

魂
呼
び

お
通
夜

葬
儀
・

不

幸

組

お

悔

み

穴

掘

り

・

道

具

作

湯

瀧

入

棺

葬

儀

出

棺

埋
葬

ト
キ
ノ
メ
シ

墓
直

マ
ク
ラ
イ

二
人
使
い

りし葬
列

仏
事

ロ
民
』
出
足

ロHμ
冒

3

タ
ン
ヤ

シ
ジ
ュ
ウ
ク

ラ
ボ
ン

年
忌

カ
ン
ニ
チ

九
ア

ノ 、ノ、

ヨヨi. 3'三
プτミプて

プて
ヨ三
寸コ

(
五
九

六
五
九

フ守
主王
ブu

プて
プてノ、

区ヨ



目

次

第
三
章

労
働
と
な
ら
わ
し

第
一
節
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

一

相

互

扶

助

:

モ

ヤ

イ

イ

イ

コ

ウ

ロ

ク

二

部
附

・

ハ門

崇
敬
講
と
代
参
・

伊

勢

講

金

見

羅

講

秋

葉

講

石

鎚

講

宮

島

講

子

安

講

久

礼

講

。
民
間
信
仰
的
な
講

日

待

講

愛

宕
講

大
師
誌

え
び

す
講

伺

頼

母

子

講

親
頼
母
子

瓦
講

年
齢
集
団

子
供
組

馬
頼
母
子

屋
根
講

若
物
組

夜
這
い

隠
居

組

第

二

節

奉

公

子
守
り
奉
公

で
っ
ち
奉
公

あ
ら
し
こ

弟
子
入
り

第
四
章

年
中
行
事

プミ之 プて
プて プて
プミミ プて

六
六
七

六
六
八8 

ノ、
寸コ

ノ、
ペコ(

七
四

/、
寸コ
ノ、 ーノ、

第
一
節

正
月
行
事

若
水
迎
え

めボ

鬼
の
金
剛

春
か
ら
夏
の
行
事

初
午

桃
の
節
句

花
ま
つ
り

第
二
節

節
分

岸

社
日

五
月
節
句

め七
夕

第
三
節

。

年
始

お
日
待

七
日
正
月

二
十
日
正
月

正
月
礼

鍬
初

夏
祭
り

オ
サ
ン
バ
イ
サ
ン

半
夏
至

お
盆

八
朔
祝
い

秋
か
ら
冬
の
行
事

月
見

祭
り

第
五
章

ヨ士
ヨス

亥
の
子

冬
至

ア
ワ
ン

春
の
彼

春
祭
り歯

固

土
用

秋
の
彼
岸

私

第
一
節

民

仕
事
の
唄 台巨謡

年
の
暮
れ

田
植
え
唄

木
挽
唄

祝
い

・
祭
り
の
唄 う

す
ひ
き
唄

馬
子
唄

茶
摘
み
唄

子
守
り
唄

(
七
七

六
八
O

六
八
四

(
八
七

六
八
七

六
八
八

六
八
九



祝
い
唄

亥
の
子
唄

嫁
入
り
唄

わ
ら
ベ
唄

胴
揚
き
唄

付

手
強
唄

て
ま
り
と
て
ま
り

し
の

お
ば
さ
ん

お
し
ょ
し
ょ
正
月

け
二
か
け

め
tま

亡コ

お
手
玉
唄

お
じ
ゃ
み

同

羽
子
っ
き
唄

や

倒

鬼
あ
そ
び
唄

鬼
ご
と

う
け
と
っ
た

一
匁
の
い
い
助
さ
ん

正
月
と
え

一
れ

つ
談
判

日
本
の
乃
木
さ
ん
が

さ
ん

中
の
中
の
弘
法
大
師

か
ご

め
か
ご
め

伺

縄
と
び
岡山

大
波
小
波

り
約

子
取
り
遊
び

目

次

ゅ
う
び
ん
さ
ん

わ
一
か

一
番
は
じ

坊
さ
ん
坊

お
は

い

六
九
(
)

六
九
(
)

ノ、
ブU(

九
三

(
九
三

六
九
四

六
九
四

子
く
れ
子
く
れ

手
合
わ
せ
遊
び
唄

夏
も
近
づ
く

約

指

遊

び

唄

い
び
つ
く

ω
 

的

一
が
刺
し
た

に
ら
め
っ
こ
遊
び
唄

だ
る
ま
さ
ん

同

関
所
遊
び
唄

通
り
ゃ
ん
せ

。
幼
児
の
唄

ち
ょ
う
ち

四

踊
り
唄

付

盆
踊
り
唄

目。
盆
踊
り
唄

名
荷
踊
り
唄

三
ツ
拍
子

い
よ
こ

ひ
け
は

く
り
あ
げ

つ
ま
た
た
き

ね
ず
み
の
く

ぜ
つ

嫁
入
り

せ
ん
す

ω 
花
取
り
踊
り
唄

五

万
歳
小
唄

六
九
四

六
九
四

六
九
五

六
九
五

ハ
九
五

六
九
五

(
九
五

六
九
六

六
九
七き8 



目

次

豊
年
踊
り

才
蔵
舞
唄

義
経
千
本
桜

な
ぞ
づ
く
し

第
二
節

獅
子
舞
い

本
村
祭
獅
子
(
松
木
)

西
村
獅
子
(
西
村
)

第
三
節

E南
盆
踊
り

宮
島
心
中

柱
揃
え

お
半
長
衛

名
荷
踊
り

小
村
獅
子
(
小
村
)

花
取
り
踊
り
:

第
四
節

万

歳

立
野
万
歳

第
六
章

伝
承
と
俗
信

第
一
節

説

伝

自
然
伝
説

井
野
早
太
の
大
杉

弾
正
が
獄

権
現
滝

石

イ
ナ
キ
石

竜
の
川

竜
宮
測

早
虎
神
社
の
大
杉

赤
池

蛇
が

八
釜
の
竜
王
様

湯
の
成

お
大

-1::; 

12:9 

七
()六莞

七
O
九

寸コ4コ七
一四

4コ
ヨ三

七
一
五

寸コ

プて

第
七
章

第
八
章

師
rムマ

^ 

お
大
師
さ
ん
と
ム
カ
デ

歴
史
伝
説

ト
キ
ド
と
逆
さ
わ
ら
じ
モ
リ
モ
リ
ダ

塩
売
り
さ
ん
稲
葉
弾
正
と
兵
衛
の
太
夫

鉢

窪

の

大

蛇

退

治

大

寂

寺

と
頼
政
の
母

久

栖

の

は

じ

ま

り

関

奥

の

起

り

本

村
組
の
開
祖
猪
伏
池
ノ
宮
神
社
の
由
来

平
家
落
人
の
行
方

木

地

師

ヤ

ジ

ロ

ウ

サ

ン

お

百

婆

さ

ん

き

ゅ

う

ざ

い

六

兵

衛

か

ま

と

こ

山そ
姥の

他
の

山イ云
犬説

エ
ン
コ
の
恩
が
え
し

俗
信
・
僅
諺

予
兆

雄
一小
己
仙

呪
術

第
二
節

付

{);~ 
諺方

1=コ

第
一
節

愛
媛
の
方
言
と
当
地
方
の
方
言

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

寸コ七
三
五

七
三
七

七
三
七

七
三
九

七
回
二

七
四
四

七
四
七

七
四
七

寸コ

→= 



第

一
節

国
指
定
の
文
化
財

第
二
節

愛
媛
県
指
定
の
文
化
財

-

七
七
三

第
三
節

村
指
定
の
文
化
財

天
然
記
念
物

無
形
文
化
財

第
四
節

そ
の
他
の
文
化
財

神
社

=← :;;'f 史
蹟

四

常
夜
燈

五

守宮γ

きさ

lIW. 

_L.. 

/" 

記
念
碑

七

地
蔵

八

石
造
物

:
:

:

七九一一一

九

絵
間

。
久
主
の
野
取
図
〈
中
津
窪
田
〉
:

旧
西
谷
村
絵
図

-
七
九
四

:
:
・

七
九
五

古
文
書

天
然
記
念
物

目

次

七
七
一

第
七
編

序

七
七
三

七
七
一
ニ

七
八
一

第
一
章

七
八
三

第
二
章

七
八
三

第

一
節

七
八
三

七
八
四

第
二
節

七
八
四

夫
七

第
三
節

七
八
七

第
四
節

'己
ブU

第
五
節

第
六
節

第
三
章

七
九
六

第
四
章

七
九
八

第

一
節

八

8

第
二
節

生
活
安
全

存
在
す
る

こ
と
へ
の
不
安
、

そ
し
て
安

全
へ
の
試
み

人
籍
|
戸
数

・
人
口

地

籍

幕
藩
期

明
治
四
(
一

八
七
一

〉
年

廃
藩
置
県
ま
で

地
券
設
定
後

明
治
一
五
三
八
八

一
一
〉
年

明
治
末
期

大
正
末
期

地
籍
調
査
実
施
直
前

地
籍
調
査
実
施
後

天

災円

Hr
r
L
 

d
dq
l
 

神
社
桐
一

覧

寺
院

一
覧

/'-. 

f、、
八
O
E

八
O
一ハ

八
O
九

八
O
九

八一

O

八
一
四

/司、

区ヨ

-
八
一
五

/'-. 八
二
(
)

八
二
()

/'-. 



第
三
節

第
五
章

第
一
節

第
二
節

第
六
章

第

一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
七
章

第
八
章

柳
谷
村
誌
年
表

付
編
集
後
記

目

次

四

教
会
一
覧
・

:
・
:
:

八
二
八

医

療

/¥. 

;tL 

わ
が
村
で
開
業
し
た
医
師
・

歯
科
医

師
一
覧

八
二
九

わ
が
村
に
お
け
る
公
共
医
療
施
設

覧

-
:
八
一
ニ
ニ

治

安

-
八
三
一
一
一

警
察
行
政
の
大
要

-

八
三
三

消
防
行
政
の
大
要

/又

寸コ

防
災
行
政
一
般

/¥. 
lZ:9 

交
通
安
全

-

八
四
ニ

公
害
対
策

-
八
四
ニ

保

険

-

八
四
山

貯

安
正日

八
四
六

-
八
四
九

表

旧
番
地
及
び
字
名
表
・
:
-
j
i
--:
・
:
:
巻
末


	表紙
	柳谷村誌
	口絵
	歴代村長
	歴代村議会議長

	序に代えて　あすへのことづけ　柳谷村長　近澤房男
	村誌の発刊にあたって　柳谷村議会議長　松本正男
	目次



